
【丹波の森】（兵庫県丹波市）

11月14日に予定していた、
地元の市島南自治会様との
共催による森林体験イベント。
当日は残念ながら雨天の為、
お食事会となりました。そのな
かで、決定した森の名称が発
表されました。名称は「ウッディ
ミナミの森」。12月から、毎月
第3日曜日を定例活動日に
設定し、自治会様と力を合わ
せて、森づくりに取組みます。
関西地方の皆様、ご参加お
待ちしています！
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各地域の森林トピックス

【農林水産省生産局 エコフィード増産対策事業を推進しています】

【SEFの森林MAP】

千葉県山武市
（ 箇所/20ha）
千葉県山武市
（3箇所/20ha）

長野県東御市
（1箇所/11ha）
長野県東御市
（1箇所/11ha）

兵庫県丹波市
（1箇所/5ha）
兵庫県丹波市
（1箇所/5ha）

大分県臼杵市
（ 箇所/50ha）
大分県臼杵市
（1箇所/50ha）

SEFが管理・関与している各地の森林の様子、また各地におけるSEFや提携団体の活
動の状況をレポートします。

【東御の森】（長野県東御市）

東御の冬は早く、12月初旬
には真っ白な雪に覆われます。
山が冬支度を始める前に、
来期の保全活動のイメージを
固めるべく、東御市林務課の
ご担当者様と共に、森林の境
界確認を行いました。
これから来期に向けて、グラ
ンドデザインを描く作業に入り
ます。「子どもたちの未来を育
む森づくり」をテーマに、SEFの
森林保全活動のモデルを、東
御の森で作り上げていきます。

【日向の森】（千葉県山武市）
秋から冬は、間伐を行う時
期です。暑い時期は木々の
成長も早く、活発に水を吸い
上げるため、木の水分が少な
くなる秋から冬に間伐作業を
行います。
今回は5名のサポーターさん
にご参加頂き、4本の間伐と
枝払い、玉切りを行いました。
12月から3月までで、約50本
の間伐を予定しています。皆
様のお力をお貸し下さい！

SEFでは平成25～26年度に続き、飼料自給率向上を目的に食品残さ由来飼料『エコフィード』の増産を目指す、農
林水産省生産局「平成27年度エコフィード増産対策事業」のうちの、「食品残さ等飼料化分別普及体制構築事業」の
実施主体に選定され、事業を推進しています。今号ではその内容について、その背景や目的と共にご紹介します。

美しい地球を子どもたちに残すため、
限りある自然資源を有効利用し、
持続可能な循環型社会づくりに貢献する。

資源循環事業トピックス 食品リサイクルをはじめとする廃棄物の再資源化に関するトピックスや、SEFの資源循環事
業の動向についての最新情報をご紹介します。

財団からのお知らせ
【森林再生活動 ボランティアさん大募集！】
SEFでは、各地域での森林の再生・保全活動をお手伝い頂けるボランティアさ
んを随時募集しています。
千葉県山武市では毎月2回（東京駅から送迎いたします！）、長野県東
御市、兵庫県丹波市、大分県臼杵市でも年1～2回以上、その他提携団体
の活動にもご参加頂けます。開催に関する詳細はホームページにて随時ご案内
していますので、奮ってご参加ください。

【各地域の協定森林見学・視察 ご案内いたします！】
また、SEFの活動を支えて頂いている賛助会員・サポーターの皆様には、SEF
が森林再生事業においてどのような活動をしているかを知って頂く機会として、活
動を行う各地域の森林の視察・見学を随時受け付けています。詳しくは事務局
までお問い合わせください。

飼料自給率の向上は、穀物相場に左右されない畜産経営を実現し、 （出典：農林水産省）
食料自給率を高めるための重要な取組みです。その施策の一環として、濃厚飼料の代替となりえるエコフィードの増産
が位置づけられています。
《食品リサイクルの観点から》
一方で、食品リサイクル法に基づき今年7月に策定された新たな基本方針では、食品循環資源の再生利用手法の
優先順位について「飼料化、肥料化、その他」の順とすることが明確に示されています。飼料自給率の向上だけでなく、
食品リサイクルの推進にもつながることから、エコフィードの生産・利用の推進がますます重要となっています。

《エコフィード増産対策事業の概要》
農水省生産局では、未だ活用されずに廃棄処分されてい
る食品残さ等の飼料利用を推進するため、左記の取組み
や支援を実施しています。
この中で、SEFでは「1.食品残さ等の適切な分別の普
及」の実施主体として、食品産業、とりわけ飼料化が進めに
くい小売・外食事業者の飼料化への取組みを促進するため、
飼料化のための分別方法の普及と新たな分別・流通手法
の検討・検証を行っています。
昨年度の取組みでは、食品関連事業者の担当者向けに、
飼料化に関する基礎知識をまとめた「食品関連事業者向
け飼料化のための分別マニュアル」を完成させ、今期はその
次のステップとして、下記の取組みを推進しています。

《エコフィードとは…》
エコフィード（ecofeed）とは、“環境にやさしい”（ecological）や“節
約する”（economical）等を意味する“エコ”（eco）と“飼料”を意味
する“フィード”（feed）を合わせた造語です。
正式には、食品残さ等（食品の製造過程で得られる副産物や余剰食
品、調理残さ等）を利用して製造された家畜用飼料のことを言います。
《日本の畜産業の現状》
畜産業の経営コストにおける飼料費は、畜種による違いはありますが、
最も低い肉用牛でも約4割、最も高い採卵鶏では約7割を占めています。
そして、飼料自給率は平成26年度概算で27％、特に豚や鶏の飼料と
なる濃厚飼料に限定すればわずか14％と、そのほとんどを輸入に頼ってい
る現状です。
さらに、濃厚飼料の主原料となる輸入穀物（主にとうもろこしや大豆か
す）の価格は海外の相場動向に左右され、近年は上昇・高止まり傾向
にあります。飼料原料価格の高騰は、濃厚飼料価格の上昇に直結し、
養豚・養鶏経営の大きな負担となっています。

《今期の取組み》
①分別・流通手法の優良事例調査：既に飼料化に取組んでいる小売・外食事業者の事例を収集します。
②分別・流通手法の実証調査：外食チェーンにおける食品残さ等の新たな回収方法の検討と検証を行います。
③現場向けパンフレット：排出現場で働くスタッフの方々に、飼料化について理解頂くためのツールを作成します。
④分別マニュアル用パーツ・ツール集：排出現場に合わせた分別マニュアル作成用のパーツ・ツール集を作成します。
これらの取組み成果は、来年3月に予定している発表会にて公表し、SEFのホームページにて公開予定です。


